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台風18号等大雨災害
ネパール地震救援 救急法フェスタ2015開催

海外たすけあい
5 6

～非常持出品の準備と地震発生時の心得～
～毎年流行する感染症と予防方法～

県内のボランティアが一堂に集結！ いざというときの
　　　　　災害に備えて…

冬の感染症に注意しましょう
評議員定数変更
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　11月３日（火）、ナスパ・スタジアム（成田市）及び成田赤十字病院を会場に、日本赤十字社本社・第２ブロック支部災害救
護訓練を実施しました。当日は、本社及び東京、神奈川、千葉、埼玉、山梨、群馬、茨城、栃木、新潟の１都８県の医療救
護班のほか、千葉県警察本部などの関係機関県内の赤十字ボランティア約600人が参加。首都直下型地震が発生したとの
想定のもと、トリアージ訓練や傷病者後方搬送訓練などを行いました。
　日本赤十字社では、自然災害等が発生した際に、各都道府県支部や関係機関が連携して迅速かつ的確な救護活動が展開
できるよう、日頃から訓練を行っています。



※dERU＝大規模災害発生後、一刻も早く被災地における診療を開始することを目的として、仮設診療所設置とそれを運ぶトラック・自動昇降式コンテナと
　　　　　訓練された職員、そしてそれらを円滑に運用するためのシステムの総称。
※ 第２ブロック＝東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、山梨県、群馬県、茨城県、栃木県、新潟県

「台風18号等大雨災害」「台風18号等大雨災害」

ネパール地震救援　活動報告ネパール地震救援　活動報告

　茨城県や栃木県などに甚大な被害をもたらした台風18号による大雨災害。日本赤十字社は、発災当日の9月10日から避難
所での救護活動を開始し、９月25日までに救護班21班、DMAT５チーム、dERU（国内型緊急対応ユニット）（※）１ユニットを
派遣しました。また、こころのケアチームによる被災者サポートなども行い、10月13日をもって活動を終了しました。
　千葉県支部では、首都直下地震などの大規模災害を想定して準備してきた「第２ブロック（※）支部広域支援体制」に基づき、
特に被害が大きかった茨城県常総市に救護班を１班派遣したほか、日赤災害医療コーディネーター等を派遣し、被災者支援に
あたりました。

　ネパール地震が発生してから７ヵ月。同国において過去80年間で最
も大きいといわれた今回の地震は、死者8,857人、家屋被害は全壊
が約63万戸、半壊が約30万戸という甚大な被害をもたらしました。
　保健医療チーム（ERU）の第３班の要員として、現地で被災者救援
にあたった千葉県支部　振興課　ペティート　タク地域振興係長は、「現
地で、被災した診療所の支援のほか、巡回診療や地域保健活動などを
行いました。緊急救援から復興支援へといかにうまく繋いでいくかとい
うことを意識しながら、撤収後も現地の方たちによって地域全体の保健
環境が向上していくよう、日頃の衛生環境の整備や感染症などの予防
に繋がる衛生教育などに重点を置きました」と活動を振り返りました。
　また、カナダ赤十字社が展開するERUの支援要員として、成田赤
十字病院の井上陽平薬剤師を派遣し、救援活動にあたりました。
　日本赤十字社では、皆さまからいただいた救援金約20億16百万円
（10月16日現在）を活用し、
「住宅再建」「地域の診療所再建」
「水と衛生の整備」「生活支援」
など人々の生活に欠かせない分野
に焦点を当て、今後も引き続き
現地の復興を支援していきます。

活動内容の検討を行う救護班鬼怒川の決壊により多くの方が避難所へ避難所にて巡回診療を行う医師と看護師

診療所には発災後３日間で1,000人が担ぎ込まれた 遊びやレクを通して子どもたちへの心のケア

多くの家屋が損壊。住宅再建分野での長期的な支援が必要

きぬ医師会病院前（常総市）に
設営されたdERU
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お知らせ 日本赤十字社千葉県支部評議員定数の変更について
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日赤  千葉 検索

シリア
紛争犠牲者支援

ウガンダ
母子保健医療

詳細情報、募金受付方法は
日本赤十字社千葉県支部ホームページで
紹介しています。

ＮＨＫ海外たすけあい写真展を開催します！

　日本赤十字社では、世界各地の紛争や自然災害などに苦しむ人々を支援するため、本年度も日本放送協会（ＮＨＫ）との共
催による「ＮＨＫ海外たすけあい」キャンペーンを実施します。
　キャンペーン実施期間中は、NHK各放送局、全国の郵便局およびゆうちょ銀行直営店、取り扱い標示のある金融機関、JA（農
協）、JF（漁協）、共同募金会、日本赤十字社で寄付金の受け付けを行います。
　お寄せいただいた寄付金は、海外における武力紛争犠牲者に対する支援、災害被災者への支援と防災活動、保健・衛生分
野での支援などに役立てられます。皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

　日本赤十字社千葉県支部では、多くの方々に海外の紛争地や被災地の
様子、現地での赤十字活動の様子をご紹介するために、ＮＨＫ海外たすけ
あいキャンペーン期間中に写真展を開催します。みなさまのお越しをお待
ちしています。

　日本赤十字社千葉県支部では、各市町村から選ばれた社員の代表の皆さま及び赤十字と関わりの深い皆さまに、評議員として、当支部の重要案件に
ついての審議をお願いしております。
　前回の一斉改選（平成25年２月13日実施）では、町村については、各郡地区から評議員の選出を行いましたが、平成26年３月末日をもって郡地
区が廃止となったことに伴い、今回の一斉改選（平成 28 年２月 13 日実施予定）では、各町村毎に選出することといたしました。このため、定数が下
記のとおり変更となります。

◉開催期間 :平成27年12月１日（火）～25日（金）
◉会　　場 :千葉県赤十字会館　１階　ギャラリー糸杉
◉会館時間 : 9：00～17：30（土・日・祝日除く）
◉入 場 料 : 無料

1.地区選出評議員（51名→62名）
　　　　千葉市　　　　　　　　　　区毎　　　　１名（計６名）
　　　　市川市・船橋市・松戸市　　市毎　　　　２名（計６名）
     　　 上記以外の市町村　　　　　市町村毎　　１名（計 50名）

2.支部選出評議員（9名）

605,075,037円

平成 26年度に
皆さまから寄せられた支援

～７つの地域、39の国で事業を実施しました～

皆さまの心温まる
ご支援・ご協力に

厚くお礼申し上げます。

～ご協力をお願いいたします～

ＮＨＫ海外たすけあい
12月1日㈫～ 25日㈮

ＮＨＫ海外たすけあい
12月1日㈫～ 25日㈮

ＮＨＫ海外たすけあい
12月1日㈫～ 25日㈮


